
試験に合格すると合格証書が交付され、「技能士」

と名乗ることができる。検定職種の中には、高校在

学中に取得できるものも多くあり、将来の進路を考

え実現させるために大いに役立つ。そして資格を取

得したことによって、自信に繋がるものである。 

 日本版デュアルシステムは、ドイツにおける職業

教育制度であるデュアルシステムを参考事例に技

術を身に付けて職業人として、自立できる生徒や職

場において、自らの技術・技能を深めながら学習の

場を求める勤労青少年の育成を図る観点から、企業

と高校が連携を図り、職業観や勤労観を育成すると

ともに、「働くことが学びになる」新しい教育シス

テムである。東京都は、｢東京版デュアルシステム｣

導入を決定し、東京都立六郷工科高校(2006 年 4 月

開校)にデュアルシステム科を設置した。現在では、

葛西工科高校と多摩工科高校にデュアルシステム

科が設置され人材育成が進められている。 

【2023 年度・学生 D】工業高校の生徒が取得できる

資格を調べてみて、沢山あるのに驚いた。 

【2023 年度・学生 E】資格や検定を取得することに

ついて、職業上必要なものと高校で取得可能なもの

を比較することにより、高校在学中に資格試験や検

定試験に挑戦することが将来どのようなメリット

につながるのかを理解することができた。 

【2023 年度・学生 F】今回の授業では、職業上必要

な資格・検定および高校生の取得できる資格・検定、

そして日本でもデュアルシステムを取り入れた教

育システムが導入されていることを学んだ。 

 

(4) 工業高校の学校訪問 

５．で述べたように、本授業を受講している学生

の大半は、普通科高校の卒業であり、工業高校の教

育内容や生徒たちのことを全く理解できていない

ため、2019 年に学校見学を実施した。工業高校の授

業を参観するとともに進路指導状況の把握、実験・

実習の施設・設備等を見学させ、将来の工業科教員

としての心構え並びに教科指導、進路指導・キャリ

ア教育の現状を理解させることができた。見学した

学生たちは、工業高校の充実した施設・設備に驚い

ていた。また、「工業の先生はいろいろなことを生

徒と一緒に学ぶことができる」「実践を通して理論

を学ばせる」「5S の徹底」「実習時の安全指導」とい

う校長先生の言葉が今でも印象に残っている。 

 

７．おわりに 

 

第 15 回目の授業は、職業指導の授業のまとめと

した。この回は、授業内容の要点整理を行うととも

に学習成果を見極めるための学力考査代替レポー

トを作成させ提出させた。レポートの項目に「職業

指導の授業で得られたことについて述べよ」という

設問を設定し、記述させた。【2022 年度・学生 G】

は、「他の人の意見を聞くことで、より職業指導を

行う上で何が重要であるかといった指導のポイン

トを学ぶことができた。職業指導の授業の中で、特

に職業指導の重要性と就職活動の内容について深

く学ぶことができた。得た知識を保持しておくだけ

でなく、教師の立場に立った際にどのように伝える

かといった指導方法についても今後考えて実践で

きるように努めたいと職業指導の授業全体を通し

て感じた。」と述べている。このことからもわかる

様に、本授業を通して、受講した学生たちが今まで

学生(生徒)の立場でしか経験してこなかったこと

を、勤労観・職業観の育成と指導法を教師の立場で

捉え、考え、実現に向かう気構えを身に付けさせる

ことができたことは、小生にとって、大いなる成果

となった。 
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思考と発見のある授業（４）  
名 雪 順 一* 

Class with thinking and finding（４） 
NAYUKI  Junichi* 

 
キーワード：因数分解、2 次方程式、新解法、ポーシェンロー、 Po Shen Loh 

   

１．はじめに

 
2017 年度「文字式」、2018 年度「式の展開、因

数分解」、2019 年度「2 次方程式」を東京電機大

学総合文化研究の「研究ノート」に、「思考と発見

のある授業（１）～（３）」として「主体的・対話

的で深い学び」の授業実践をレポートしました。 
今回は、東京電機大学理工学部「数学科教育法」

における学生の模擬授業案（因数分解と 2 次方程

式の解法）について、報告いたします。 
2 次方程式の解法には、主に、平方完成、因数

分解、解の公式の 3 つの方法があります。ここで

は、因数分解による方法の授業案です。 
そこで、授業案に入る前に、準備として、「式の

展開」「因数分解」の復習をしておきましょう。 

２．「式の展開」と「因数分解」

「式の展開」とは、単項式や多項式の積の形の

式を、かっこをはずして単項式の和の形に表すこ

とです。具体的な例で説明しましょう。 
(𝑥𝑥 + 2)(𝑥𝑥 + 3) = 𝑥𝑥2 + 5𝑥𝑥 + 6  

左辺の多項式×多項式が、なぜ右辺の単項式の

和の式になるか？を分かりやすく理解して貰うた

めに、図形（面積図）に表し、視覚化します。 
式の構造を目に見える形にすると、考えるヒント

になり、イメージしやすくなります。 
左辺の多項式の一方を「たて」、他方を「横」と

すると「たて」×「横」と考えることが出来ます。

「たて」×「横」を計算すると面積になります。

したがって、右辺の単項式の和は、面積を表して

いることになります。 
それを、下図に表してみましょう。

図 は、たて(𝑥𝑥 + 2)、横(𝑥𝑥 + 3) を表します。

（図 𝑥𝑥

𝑥𝑥

図２は、かけ算した面積を表します。

（図 ） 𝑥𝑥

𝑥𝑥

①～④の面積をたすと全体の面積になります。

𝑥𝑥2 + 3𝑥𝑥 + 2𝑥𝑥 + 6
= 𝑥𝑥2 + 5𝑥𝑥 + 6

よって、(𝑥𝑥 + 2)(𝑥𝑥 + 3) = 𝑥𝑥2 + 5𝑥𝑥 + 6  
と (𝑥𝑥 + 2)(𝑥𝑥 + 3) を展開できました。

「因数分解」とは、多項式（単項式の和）をい

くつかの因数の積として表すことです。

したがって、「式の展開」の逆で、面積が分かって

いて、「たて」と「横」を求めることです。

理工学部共通教育群非常勤講師

① ②

③ ④

①

𝑥𝑥2
②

3𝑥𝑥

③

2𝑥𝑥
④
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具体的な例で見てみましょう。

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (              )(              )
面積 𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24（ただし、② 6𝑥𝑥、③ 4𝑥𝑥）

が図３のようになっていたとします。

（図 ）

そうすると、図４のように

たて(𝑥𝑥 + 4)、横(𝑥𝑥 + 6) が求まります。

（図 ） 𝑥𝑥 6

𝑥𝑥

4

よって、𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (𝑥𝑥 + 4 )( 𝑥𝑥 + 6)
と「因数分解」できました。

これで、「式の展開」、「因数分解」の図による

イメージができました。

３．ある学生の模擬授業案（１）

因数分解は、次のように多項式を因数の積で表

すことです。

𝑥𝑥2 + 𝐵𝐵𝑥𝑥 + 𝐶𝐶 = (𝑥𝑥 + 𝑎𝑎)(𝑥𝑥 + 𝑏𝑏) …（１）

(𝑥𝑥 + 𝑎𝑎)(𝑥𝑥 + 𝑏𝑏) を展開すると

𝑥𝑥2 + (𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)𝑥𝑥 + 𝑎𝑎𝑏𝑏 …（２）です。

よって、（１）（２）より、𝐵𝐵 = 𝑎𝑎 + 𝑏𝑏、𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑏𝑏 と

なり、その 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探せば良いことになります。

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) を一定にした下記の表を用意します。

では、（例 ）𝑥𝑥2 + 8𝑥𝑥 + 12 で説明します。

（表１）和 、積 になる 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探す。

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) 𝑎𝑎 𝑏𝑏 積(𝑎𝑎𝑏𝑏) 判定

① ✕

② ○

表の①の和に８を入れます。𝑎𝑎 に１から入れてい

きます。𝑏𝑏 は７が入ります。積は になります。

与式の積の部分は ですから、判定は×です。

次に②で、順に８、２、６、 となります。

積の は与式の積の部分と一致しています。

したがって、𝑎𝑎 = 2、𝑏𝑏 = 6 と求まりました。

よって、𝑥𝑥2 + 8𝑥𝑥 + 12 = (𝑥𝑥 + 2)(𝑥𝑥 + 6)
と因数分解できました。

図で考えると、図 のようになります。

（図 ） 𝑥𝑥 6

𝑥𝑥

2

次の練習をやってみましょう。

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (                  )(                   )
（表 ）和 、積 になる 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探す。

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)   𝑎𝑎 𝑏𝑏 積(𝑎𝑎𝑏𝑏) 判定

① ✕

② ✕

③ ✕

④ ○

⑤ ✕

⑥ 5 − 𝛼𝛼 5 + 𝛼𝛼 (5 − 𝛼𝛼)

× (5 + 𝛼𝛼)

④が、条件に一致します。

したがって、𝑎𝑎 = 4、𝑏𝑏 = 6 と求まりました。

よって、𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (𝑥𝑥 + 4)(𝑥𝑥 + 6)
と因数分解できました。

図で考えると、図６のようになります。

（図６） 𝑥𝑥 6

𝑥𝑥

4

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

4𝑥𝑥
④

24

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

4𝑥𝑥
④

24

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)   𝑎𝑎 𝑏𝑏 積(𝑎𝑎𝑏𝑏) 判定

(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

2𝑥𝑥
④

12

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

4𝑥𝑥
④

24

このように、和を一定にして、表を埋めていき、

積が一致するものを探し、𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を求めれば、必

ず因数分解できます。

学生の模擬授業案は、ここまででした。

ここで、この授業案を発展させて、表を使わず

に④を見つける授業案を作ることにしました。

４．授業案を発展させる

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (  𝑥𝑥 + 𝑎𝑎 )( 𝑥𝑥 + 𝑏𝑏 )
の 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探すのに、表 から、何か気づくこ

とはないでしょうか？

①②③・・・と進むにつれて、𝑎𝑎 は、、、、・・・

と ずつ増え、𝑏𝑏 は、 、 、 、・・・と ずつ減

っています。そして、⑤で 𝑎𝑎 =  𝑏𝑏 = 5 となり、

𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 が等しくなります。

⑤④③・・・と逆に見ていくと、

④ の 𝑎𝑎 は 5 − 1 、𝑏𝑏 は 5 + 1 、

③ の 𝑎𝑎 は 5 − 2 、𝑏𝑏 は 5 + 2 、

② の 𝑎𝑎 は 5 − 3 、𝑏𝑏 は 5 + 3 、・・・

となっていることが分かります。

要するに、5 を中心として、それぞれ等しい数値

だけ 𝑎𝑎 は減り、𝑏𝑏 は増えています。

これを図に表すと、図 のようになります。

（図 ）和 (𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) = 10

これより、𝑎𝑎 、 𝑏𝑏 は、一般化すると表２ ⑥ の

𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 と表すことができます。

よって、式（１）（２）より、

𝐵𝐵 = 𝑎𝑎 + 𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼) + (5 + 𝛼𝛼) = 10

中心の は、𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 の平均値
𝐵𝐵
2 = 𝑎𝑎+𝑏𝑏

2 = 10
2 = 5

で求めることができます。

すなわち、与式の 𝑥𝑥 の項の係数を で割った

数値になることが分かります。

では、その時の積 𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑏𝑏 は、どのようになる

でしょうか？

𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 ですから、

𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 52 − 𝛼𝛼2

となります。

これも図に表すと、図 になります。

（図８）積 𝑎𝑎𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 52 − 𝛼𝛼2

したがって、

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (  𝑥𝑥 + 𝑎𝑎 )( 𝑥𝑥 + 𝑏𝑏 )
の場合、𝑎𝑎𝑏𝑏 = 24 ですから、

𝑎𝑎𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 52 − 𝛼𝛼2 より、

24 = 52 − 𝛼𝛼2 の 𝛼𝛼 を求め、

𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 に代入すれば、

𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 が求まり、因数分解ができます。

これを図で考えると、図 、図 になります。

（図９） 𝑥𝑥 𝑏𝑏

𝑥𝑥

𝑎𝑎

（図 ） 𝑥𝑥 5 + 𝛼𝛼

𝑥𝑥

5 − 𝛼𝛼

図 ④と図 ④が等しいことより、

𝛼𝛼 を求めてみましょう。

52 − 𝛼𝛼2 = 24
𝛼𝛼2 = 52 − 24
𝛼𝛼2 = 25 − 24

①

𝑥𝑥2
②

𝑏𝑏𝑥𝑥

③

𝑎𝑎𝑥𝑥
④

①

𝑥𝑥2
②

(5 + 𝛼𝛼)𝑥𝑥

③

(5 − 𝛼𝛼)𝑥𝑥
④

52 − 𝛼𝛼2
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具体的な例で見てみましょう。

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (              )(              )
面積 𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24（ただし、② 6𝑥𝑥、③ 4𝑥𝑥）

が図３のようになっていたとします。

（図 ）

そうすると、図４のように

たて(𝑥𝑥 + 4)、横(𝑥𝑥 + 6) が求まります。

（図 ） 𝑥𝑥 6

𝑥𝑥

4

よって、𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (𝑥𝑥 + 4 )( 𝑥𝑥 + 6)
と「因数分解」できました。

これで、「式の展開」、「因数分解」の図による

イメージができました。

３．ある学生の模擬授業案（１）

因数分解は、次のように多項式を因数の積で表

すことです。

𝑥𝑥2 + 𝐵𝐵𝑥𝑥 + 𝐶𝐶 = (𝑥𝑥 + 𝑎𝑎)(𝑥𝑥 + 𝑏𝑏) …（１）

(𝑥𝑥 + 𝑎𝑎)(𝑥𝑥 + 𝑏𝑏) を展開すると

𝑥𝑥2 + (𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)𝑥𝑥 + 𝑎𝑎𝑏𝑏 …（２）です。

よって、（１）（２）より、𝐵𝐵 = 𝑎𝑎 + 𝑏𝑏、𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑏𝑏 と

なり、その 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探せば良いことになります。

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) を一定にした下記の表を用意します。

では、（例 ）𝑥𝑥2 + 8𝑥𝑥 + 12 で説明します。

（表１）和 、積 になる 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探す。

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) 𝑎𝑎 𝑏𝑏 積(𝑎𝑎𝑏𝑏) 判定

① ✕

② ○

表の①の和に８を入れます。𝑎𝑎 に１から入れてい

きます。𝑏𝑏 は７が入ります。積は になります。

与式の積の部分は ですから、判定は×です。

次に②で、順に８、２、６、 となります。

積の は与式の積の部分と一致しています。

したがって、𝑎𝑎 = 2、𝑏𝑏 = 6 と求まりました。

よって、𝑥𝑥2 + 8𝑥𝑥 + 12 = (𝑥𝑥 + 2)(𝑥𝑥 + 6)
と因数分解できました。

図で考えると、図 のようになります。

（図 ） 𝑥𝑥 6

𝑥𝑥

2

次の練習をやってみましょう。

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (                  )(                   )
（表 ）和 、積 になる 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探す。

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)   𝑎𝑎 𝑏𝑏 積(𝑎𝑎𝑏𝑏) 判定

① ✕

② ✕

③ ✕

④ ○

⑤ ✕

⑥ 5 − 𝛼𝛼 5 + 𝛼𝛼 (5 − 𝛼𝛼)

× (5 + 𝛼𝛼)

④が、条件に一致します。

したがって、𝑎𝑎 = 4、𝑏𝑏 = 6 と求まりました。

よって、𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (𝑥𝑥 + 4)(𝑥𝑥 + 6)
と因数分解できました。

図で考えると、図６のようになります。

（図６） 𝑥𝑥 6

𝑥𝑥

4

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

4𝑥𝑥
④

24

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

4𝑥𝑥
④

24

和(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)   𝑎𝑎 𝑏𝑏 積(𝑎𝑎𝑏𝑏) 判定

(𝑎𝑎 + 𝑏𝑏)

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

2𝑥𝑥
④

12

①

𝑥𝑥2
②

6𝑥𝑥

③

4𝑥𝑥
④

24

このように、和を一定にして、表を埋めていき、

積が一致するものを探し、𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を求めれば、必

ず因数分解できます。

学生の模擬授業案は、ここまででした。

ここで、この授業案を発展させて、表を使わず

に④を見つける授業案を作ることにしました。

４．授業案を発展させる

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (  𝑥𝑥 + 𝑎𝑎 )( 𝑥𝑥 + 𝑏𝑏 )
の 𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 を探すのに、表 から、何か気づくこ

とはないでしょうか？

①②③・・・と進むにつれて、𝑎𝑎 は、、、、・・・

と ずつ増え、𝑏𝑏 は、 、 、 、・・・と ずつ減

っています。そして、⑤で 𝑎𝑎 =  𝑏𝑏 = 5 となり、

𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 が等しくなります。

⑤④③・・・と逆に見ていくと、

④ の 𝑎𝑎 は 5 − 1 、𝑏𝑏 は 5 + 1 、

③ の 𝑎𝑎 は 5 − 2 、𝑏𝑏 は 5 + 2 、

② の 𝑎𝑎 は 5 − 3 、𝑏𝑏 は 5 + 3 、・・・

となっていることが分かります。

要するに、5 を中心として、それぞれ等しい数値

だけ 𝑎𝑎 は減り、𝑏𝑏 は増えています。

これを図に表すと、図 のようになります。

（図 ）和 (𝑎𝑎 + 𝑏𝑏) = 10

これより、𝑎𝑎 、 𝑏𝑏 は、一般化すると表２ ⑥ の

𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 と表すことができます。

よって、式（１）（２）より、

𝐵𝐵 = 𝑎𝑎 + 𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼) + (5 + 𝛼𝛼) = 10

中心の は、𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 の平均値
𝐵𝐵
2 = 𝑎𝑎+𝑏𝑏

2 = 10
2 = 5

で求めることができます。

すなわち、与式の 𝑥𝑥 の項の係数を で割った

数値になることが分かります。

では、その時の積 𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑏𝑏 は、どのようになる

でしょうか？

𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 ですから、

𝐶𝐶 = 𝑎𝑎𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 52 − 𝛼𝛼2

となります。

これも図に表すと、図 になります。

（図８）積 𝑎𝑎𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 52 − 𝛼𝛼2

したがって、

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (  𝑥𝑥 + 𝑎𝑎 )( 𝑥𝑥 + 𝑏𝑏 )
の場合、𝑎𝑎𝑏𝑏 = 24 ですから、

𝑎𝑎𝑏𝑏 = (5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 52 − 𝛼𝛼2 より、

24 = 52 − 𝛼𝛼2 の 𝛼𝛼 を求め、

𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 に代入すれば、

𝑎𝑎 と 𝑏𝑏 が求まり、因数分解ができます。

これを図で考えると、図 、図 になります。

（図９） 𝑥𝑥 𝑏𝑏

𝑥𝑥

𝑎𝑎

（図 ） 𝑥𝑥 5 + 𝛼𝛼

𝑥𝑥

5 − 𝛼𝛼

図 ④と図 ④が等しいことより、

𝛼𝛼 を求めてみましょう。

52 − 𝛼𝛼2 = 24
𝛼𝛼2 = 52 − 24
𝛼𝛼2 = 25 − 24

①

𝑥𝑥2
②

𝑏𝑏𝑥𝑥

③

𝑎𝑎𝑥𝑥
④

①

𝑥𝑥2
②

(5 + 𝛼𝛼)𝑥𝑥

③

(5 − 𝛼𝛼)𝑥𝑥
④

52 − 𝛼𝛼2
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𝛼𝛼2 = 1 よって、𝛼𝛼 = 1
したがって、

𝑎𝑎 = 5 − 1 = 4、𝑏𝑏 = 5 + 1 = 6
となり、

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (  𝑥𝑥 + 4 )( 𝑥𝑥 + 6 )
と因数分解できました。

ここで、これまでやってきた、

この因数分解の方法をまとめておきましょう。

𝑥𝑥2 + 10𝑥𝑥 + 24 = (𝑥𝑥 + 𝑎𝑎)(𝑥𝑥 + 𝑏𝑏)
（図 、図 参照）

（ ） 10 × 1
2 = 5

（ ）𝑎𝑎 = 5 − 𝛼𝛼 、𝑏𝑏 = 5 + 𝛼𝛼 と置く

（ ）(5 − 𝛼𝛼)(5 + 𝛼𝛼) = 24 より、 𝛼𝛼 = 1
（ ）𝑎𝑎 = 5 − 1 = 4 、𝑏𝑏 = 5 + 1 = 6
（ ）(𝑥𝑥 + 4)(𝑥𝑥 + 6)

５．別の学生の模擬授業案（２）

この授業案は、「 次方程式を解く」です。

次の 次方程式を、①～⑦の穴埋めをして、解い

てみましょう。

𝑥𝑥2 − 2𝑥𝑥 − 24 = 0 （ 𝑥𝑥2 + 𝐵𝐵𝑥𝑥 + 𝐶𝐶 = 0 ）

𝑥𝑥 = − 𝐵𝐵
2 ± 𝛼𝛼 …（３）で与えられる。

この時、(− 𝐵𝐵
2 + 𝛼𝛼) (− 𝐵𝐵

2 − 𝛼𝛼) = 𝐶𝐶 …（４）

を使って、𝛼𝛼 を求める。

実際に解いてみると、

𝐵𝐵 = － ① 、𝐶𝐶 =－ ②より、
𝐵𝐵
2 = － ③とな

り、それらを（４）に代入する。

( 1 + 𝛼𝛼)( 1 − 𝛼𝛼) = － ②

(𝑥𝑥 + 𝑦𝑦)(𝑥𝑥 − 𝑦𝑦) = 𝑥𝑥2 − 𝑦𝑦2 の乗法公式より、

(    1    )2
③ − (   𝛼𝛼   )2

④ = － ②

これを 𝛼𝛼 について解くと、

𝛼𝛼2 = ⑤ 、 𝛼𝛼 = ⑤

𝛼𝛼 が求まったら、実際の解は、

𝑥𝑥 = − 𝐵𝐵
2 ± 𝛼𝛼 なので、代入すると、

𝑥𝑥 = 6 ⑥ 、 −4 ⑦

上記のように穴埋めをして、答えを導き出します。

そして、これに倣って練習問題に進みます。 
この解法は、 年 月に、米国、カーネギ

―メロン大学の （ポーシェンロー）

氏が発表した「 次方程式の新解法」です。

この授業案では、確かに答えは出ますが、

なぜ、𝑥𝑥 = − 𝐵𝐵
2 ± 𝛼𝛼 …（３）で与えられるのか？

なぜ、(− 𝐵𝐵
2 + 𝛼𝛼) (− 𝐵𝐵

2 − 𝛼𝛼) = 𝐶𝐶 …（４）

を使って、𝛼𝛼 を求めるのか？が分かりません。

この「なぜ？」を追求していくと、

式（３）、（４）は、「４．授業案を発展させる」よ

り導き出された方法（ ）～（ ）へと

つながります。

授業の中で、生徒が「なぜ？どうして？」とい

う疑問を持ち、それを思考し、解明する中から、

新たな発見があり、考え方が深まります。

６．おわりに

学生の模擬授業案（１）から、答えを求めるだ

けではなく、答えを見つける近道を考えることに

よって、別の方法が見つかりました。数学は、こ

のように発展して来たに違いありません。

授業においても、生徒と一緒に、答えを見つけ

る近道を思考し、それによって、新たな発見が生

まれます。「思考と発見のある授業」です。

なお、この「４．授業案を発展させる」は、

私が 年 月に当時の勤務校で授業実践してい

たものをまとめ、数学教室 年 月号（国土社）

『「因数分解」の新しい試みと「解の公式」への発

展』として投稿したものを参考にしています。

学生の模擬授業案を検討している中から、 年

前の自分の授業実践に再会するとは思ってもいま

せんでした。
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